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(57)【要約】
【課題】　ニードル及びニードルベースと、注射器アタ
ッチメントエレメントと、混合チャンバ係合アッセンブ
リとを含む混合注射装置を提供する。
【解決手段】　混合チャンバ係合アッセンブリは、ニー
ドル及び第１液体導管部分を取り囲むニードルチャンバ
と、第１液体導管部分と連通した第２液体導管部分を含
み、混合チャンバ、注射器アタッチメントエレメント、
及びニードルベースと連通するように形成された混合チ
ャンバ係合部分とを含む。ニードルベースは、注射器ア
タッチメントエレメント及びニードルベースが第１相対
的係合配向にある場合に注射器の内部と第１液体導管部
分との間を液体連通でき、注射器アタッチメントエレメ
ント及びニードルベースが、第１相対的係合配向から注
射軸線に沿って軸線方向に離間された第２相対的係合配
向にある場合に注射器の内部とニードルとの間を液体連
通できるように形成されている。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　薬剤混合注射装置において、
　注射軸線に沿って延びるニードル及び前記ニードルが固定されたニードルベースを含む
注射ニードルアッセンブリと、
　前記注射軸線に沿って互いに軸線方向に離間された少なくとも第１及び第２の相対的係
合配向で、軸線方向第１端においてニードルレス注射器を受け入れ且つ軸線方向第２端に
おいて前記ニードルベースと係合するように形成されている、注射器アタッチメントエレ
メントと、
　手係合可能部分を有しており、前記中間エレメントが前記ニードルを取り囲むニードル
チャンバおよび前記ニードルチャンバからシールされた第１液体導管部分を含む中間部分
と、前記第１液体導管部分と連通しており、薬剤混合チャンバと連通するように形成され
た第２液体導管部分を含む薬剤混合チャンバ係合部分と、を有する薬剤混合チャンバ係合
アッセンブリと、
を備え、
　前記注射器アタッチメントエレメント及び前記ニードルベースは、前記注射器アタッチ
メントエレメント及び前記ニードルベースが前記第１相対的係合配向にある場合に前記ニ
ードルレス注射器の内部と前記第１液体導管部分との間の液体連通を許容し、前記注射器
アタッチメントエレメント及び前記ニードルベースが、前記第１相対的係合配向から前記
注射軸線に沿って軸線方向に離間された前記第２相対的係合配向にある場合に前記ニード
ルレス注射器の内部と前記ニードルとの間の液体連通を許容するように形成されている、
薬剤混合注射装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の薬剤混合注射装置において、
　前記手係合可能部分を作動することにより、前記ニードルベース及び前記注射器アタッ
チメント部分を、前記第１相対的係合配向から、前記注射軸線に沿って前記第２相対的係
合配向まで相対的に軸線方向に移動できる、薬剤混合注射装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の薬剤混合注射装置において、
　前記中間部分及び前記薬剤混合チャンバ係合部分は、別々のエレメントとして形成され
ている、薬剤混合注射装置。
【請求項４】
　請求項１又は２に記載の薬剤混合注射装置において、
　前記薬剤混合チャンバ係合アッセンブリは、一部品として一体成形されている、薬剤混
合注射装置。
【請求項５】
　薬剤混合注射方法において、
　注射軸線に沿って延びるニードル及びこのニードルを固定するニードルベースと、前記
注射軸線に沿って互いに軸線方向に離間された少なくとも第１及び第２の相対的係合配向
で、軸線方向第１端においてニードルレス注射器を受け入れ且つ軸線方向第２端において
前記ニードルベースと係合するように形成されている、注射器アタッチメントエレメント
と、薬剤混合チャンバ係合アッセンブリとを含む、薬剤混合注射アッセンブリを提供する
工程と、
　薬剤混合チャンバを前記薬剤混合チャンバ係合アッセンブリと結合させる工程と、
　注射器を前記注射器アタッチメントエレメントに取り付ける工程と、
　前記注射器アタッチメントエレメント及び前記ニードルベースが前記第１相対的係合配
向にあるとき、薬剤を前記薬剤混合チャンバ内で混合し、混合した薬剤を前記注射器に引
き込む工程と、
　前記注射器アタッチメントエレメント及び前記ニードルベースが前記第２相対的係合配
向にあるように、前記ニードルベース及び前記注射器アタッチメントエレメントを前記注
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射軸線に沿って相対的に軸線方向に変位させる工程と、
　前記薬剤混合チャンバ係合アッセンブリを前記注射器アタッチメントエレメントから解
放する工程と、
　混合した薬剤を前記注射器から前記ニードルを通して注射する工程とを含む、薬剤混合
注射方法。
【請求項６】
　請求項５に記載の薬剤混合注射方法において、
　前記薬剤混合チャンバ係合アッセンブリは、前記ニードルを取り囲むニードルチャンバ
と、前記ニードルチャンバからシールされた液体導管部分とを含み、前記注射器アタッチ
メントエレメント及び前記ニードルベースは、前記注射器アタッチメントエレメント及び
前記ニードルベースが前記第１相対的係合配向にある場合に前記ニードルレス注射器の内
部と前記第１液体導管部分との間の液体連通を許容し、前記注射器アタッチメントエレメ
ント及び前記ニードルベースが、前記第１相対的係合配向から前記注射軸線に沿って軸線
方向に離間された前記第２相対的係合配向にある場合に前記ニードルレス注射器の内部と
前記ニードルとの間の液体連通を許容するように形成されている、薬剤混合注射方法。
【請求項７】
　請求項５又は６に記載の薬剤混合注射方法において、
　前記薬剤混合チャンバ係合アッセンブリは、前記ニードルベース及び前記注射器アタッ
チメント部分が、前記注射軸線に沿って前記第１相対的配向から前記注射軸線に沿って前
記第２相対的配向まで選択的に相対的に軸線方向に変位できるようにする手係合可能部分
を含む、薬剤混合注射方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願の参照。
【０００２】
　２００７年９月１８日に出願された「液体制御デバイス」という表題の米国仮特許出願
第６０／９７３、１８０号を参照する。出典を明示することにより、この出願に開示され
た全ての内容は本明細書の開示の一部とされ、３７ＣＦＲ１．７８ａ（４）及び（５）（
ｉ）に基づいて優先権を主張する。
【０００３】
　本発明は、全体として、液体薬剤注射デバイスに関する。
【背景技術】
【０００４】
　以下に列挙する特許文献が当該技術の現状を表すものと考えられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許第５，５８４，８１９号
【特許文献２】米国特許第５，７４６，７３３号
【特許文献３】米国特許第５，７５５，６９６号
【特許文献４】米国特許第５，８２０，６２１号
【特許文献５】米国特許第５，８２７，２６２号
【特許文献６】米国特許第５，８３２，９７１号
【特許文献７】米国特許第５，８８７，６３３号
【特許文献８】米国特許第５，９１９，１８２号
【特許文献９】米国特許第６，２３８，３７２号
【特許文献１０】米国特許第６，２８０，４３０号
【特許文献１１】米国特許第６，５２４，２７８号
【特許文献１２】米国特許第６，７２９，３７０号



(4) JP 2010-538744 A 2010.12.16

10

20

30

40

50

【特許文献１３】ＵＳ２００７／００８８３１３
【特許文献１４】ＵＳ２００７／０１６７９０４
【特許文献１５】ＵＳ２００７／０２７０７７８
【特許文献１６】ＵＳ２００８／０００９７８９
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、改良型の薬剤混合注射装置を提供しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　かくして、本発明の好ましい実施例によれば、薬剤混合注射装置において、注射軸線に
沿って延びるニードル及びニードルが固定されたニードルベースを含む注射ニードルアッ
センブリと、軸線方向第１端がニードルレス注射器を受け入れるように形成されており、
軸線方向第２端がニードルベースと係合するように形成されており、ニードルベースとの
係合は、注射軸線に沿って互いに軸線方向に離間された少なくとも第１及び第２の相対的
係合配向で行われる、注射器アタッチメントエレメントと、薬剤混合チャンバ係合アッセ
ンブリとを含み、薬剤混合チャンバ係合アッセンブリは、手係合可能部分を持つ中間部分
であって、中間エレメントが、ニードルを取り囲むニードルチャンバとニードルチャンバ
からシールされた第１液体導管部分とを含む中間部分と、第１液体導管部分と連通し薬剤
混合チャンバと連通するように形成された第２液体導管部分を含む薬剤混合チャンバ係合
部分とを含み、注射器アタッチメントエレメント及びニードルベースは、注射器アタッチ
メントエレメント及びニードルベースが第１相対的係合配向にある場合にニードルレス注
射器の内部と第１液体導管部分との間の液体連通を許容し、注射器アタッチメントエレメ
ント及びニードルベースが、第１相対的係合配向から注射軸線に沿って軸線方向に離間さ
れた第２相対的係合配向にある場合にニードルレス注射器の内部とニードルとの間の液体
連通を許容するように形成されている、薬剤混合注射装置が提供される。
【０００８】
　本発明の好ましい実施例によれば、手係合可能部分を作動することにより、ニードルベ
ース及び注射器アタッチメント部分を、第１相対的係合配向から、注射軸線に沿って第２
相対的係合配向まで相対的に軸線方向に移動できる、薬剤混合注射装置が提供される。
【０００９】
　本発明の好ましい実施例によれば、中間部分及び薬剤混合チャンバ係合部分は、別々の
エレメントとして形成されている。
【００１０】
　好ましくは、薬剤混合注射方法において、注射軸線に沿って延びるニードル及びこのニ
ードルを固定するニードルベースと、軸線方向第１端がニードルレス注射器を受け入れる
ように形成されており、軸線方向第２端が、注射軸線に沿って互いに軸線方向に離間され
た少なくとも第１及び第２の相対的係合配向でニードルベースと係合するように形成され
ている注射器アタッチメントエレメントと、薬剤混合チャンバ係合アッセンブリとを含む
、薬剤混合注射アッセンブリを提供する工程と、薬剤混合チャンバを薬剤混合チャンバ係
合アッセンブリと関連させる工程と、注射器を注射器アタッチメントエレメントに取り付
ける工程と、注射器アタッチメントエレメント及びニードルベースが第１相対的係合配向
にあるとき、薬剤を薬剤混合チャンバ内で混合し、混合した薬剤を注射器に引き込む工程
と、注射器アタッチメントエレメント及びニードルベースが第２相対的係合配向にあるよ
うに、ニードルベース及び注射器アタッチメントエレメントを注射軸線に沿って相対的に
軸線方向に変位する工程と、薬剤混合チャンバ係合アッセンブリを注射器アタッチメント
エレメントと係合した状態から外す工程と、混合した薬剤を注射器からニードルを通して
注射する工程とを含む、薬剤混合注射方法が提供される。
【００１１】
　本発明の好ましい実施例によれば、薬剤混合チャンバ係合アッセンブリは、ニードルを
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取り囲むニードルチャンバと、ニードルチャンバからシールされた液体導管部分とを含み
、注射器アタッチメントエレメント及びニードルベースは、注射器アタッチメントエレメ
ント及びニードルベースが第１相対的係合配向にある場合にニードルレス注射器の内部と
第１液体導管部分との間の液体連通を許容し、注射器アタッチメントエレメント及びニー
ドルベースが、第１相対的係合配向から注射軸線に沿って軸線方向に離間された第２相対
的係合配向にある場合にニードルレス注射器の内部とニードルとの間の液体連通を許容す
るように形成されている。
【００１２】
　本発明の好ましい実施例によれば、薬剤混合チャンバ係合アッセンブリは、ニードルベ
ース及び注射器アタッチメント部分が、注射軸線に沿って、第１相対的配向から第２相対
的配向まで選択的に相対的に軸線方向に変位できるようにする手係合可能部分を含む。
【００１３】
　本発明は、以下の詳細な説明から更によく理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の好ましい実施例に従って形成されており且つ作動する薬剤混合注射装置
の組み立て状態での概略斜視図である。
【図２】本発明の好ましい実施例に従って形成されており且つ作動する薬剤混合注射装置
の概略分解斜視図である。
【図３Ａ】図１及び図２の装置で有用な注射器アタッチメントエレメントの概略図である
。
【図３Ｂ】図１及び図２の装置で有用な注射器アタッチメントエレメントの概略図である
。
【図３Ｃ】図１及び図２の装置で有用な注射器アタッチメントエレメントの概略図である
。
【図４Ａ】図３ＢのＩＶＡ－ＩＶＡ線に沿った断面図である。
【図４Ｂ】図３ＣのＩＶＢ－ＩＶＢ線に沿った断面図である。
【図５Ａ】図１及び図２の装置で有用なニードルベースの概略図である。
【図５Ｂ】図１及び図２の装置で有用なニードルベースの概略図である。
【図５Ｃ】図１及び図２の装置で有用なニードルベースの概略図である。
【図６Ａ】図５ＢのＶＩＡ－ＶＩＡ線に沿った断面図であり、図６Ｂは、図５ＣのＶＩＢ
－ＶＩＢ線に沿った断面図である。
【図７Ａ】図１及び図２の装置で有用な薬剤混合チャンバ係合アッセンブリの第１部分の
概略図である。
【図７Ｂ】図１及び図２の装置で有用な薬剤混合チャンバ係合アッセンブリの第１部分の
概略図である。
【図７Ｃ】図１及び図２の装置で有用な薬剤混合チャンバ係合アッセンブリの第１部分の
概略図である。
【図７Ｄ】図１及び図２の装置で有用な薬剤混合チャンバ係合アッセンブリの第１部分の
概略図である。
【図７Ｅ】図１及び図２の装置で有用な薬剤混合チャンバ係合アッセンブリの第１部分の
概略図である。
【図７Ｆ】図１及び図２の装置で有用な薬剤混合チャンバ係合アッセンブリの第１部分の
概略図である。
【図８Ａ】図７ＢのＶＩＩＩＡ－ＶＩＩＩＡ線に沿った断面図である。
【図８Ｂ】図７ＣのＶＩＩＩＢ－ＶＩＩＩＢ線に沿った断面図である。
【図９Ａ】図９Ａ、図９Ｂ、及び図９Ｃは、図１及び図２の装置で有用な薬剤混合チャン
バ係合アッセンブリの第２部分の概略図である。
【図１０Ａ】図９ＢのＸＡ－ＸＡ線に沿った断面図である。
【図１０Ｂ】図９ＣのＸＢ－ＸＢ線に沿った断面図である。
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【図１１】図１１Ａ、図１１Ｂ、図１１Ｃ、図１１Ｄ、図１１Ｅ、図１１Ｆ、図１１Ｇ、
及び図１１Ｈは、図１乃至図１０Ｂの装置の作動の様々な段階を示す、概略側面図である
。
【図１２Ａ】図１１Ａ乃至図１１Ｅの注射器アタッチメントエレメント、ニードルベース
、及び薬剤混合チャンバ係合アッセンブリの相対的配向を示す断面図である。
【図１２Ｂ】図１１Ｆの注射器アタッチメントエレメント、ニードルベース、及び薬剤混
合チャンバ係合アッセンブリの相対的配向を示す断面図である。
【図１２Ｃ】図１１Ｇの注射器アタッチメントエレメント、ニードルベース、及び薬剤混
合チャンバ係合アッセンブリの相対的配向を示す断面図である。
【図１２Ｄ】図１１Ｈの注射器アタッチメントエレメント及びニードルの相対的配向を示
す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　次に、図１乃至図１１Ｈを参照すると、これらの図には、本発明の好ましい実施例に従
って形成されており且つ作動する薬剤混合注射装置の構造及び作動が示してある。
【００１６】
　図１及び図２は、本発明の好ましい実施例に従って形成されており且つ作動する薬剤混
合注射装置を組み立てた状態及び分解した状態で示す概略斜視図である。図１及び図２で
わかるように、薬剤混合注射装置は、好ましくは、注射器アタッチメントエレメント１０
０及び注射ニードルアッセンブリ１０２を含む。注射ニードルアッセンブリ１０２は、注
射軸線１０６に沿って延びるニードル１０４、及びニードル１０４が代表的には接着剤に
よって固定されたニードルベース１０８を含む。
【００１７】
　本発明の好ましい実施例によれば、注射器アタッチメントエレメント１００は、注射軸
線１０６に沿って互いに軸線方向に離間された第１及び第２の相対的係合配向で、その軸
線方向第１端部１１０がニードルレス注射器（図示せず）を受け入れ、その軸線方向第２
端部１１２が、ニードルベース１０８と係合するように形成されている。
【００１８】
　更に、薬剤混合注射装置は、好ましくは、薬剤混合チャンバ係合アッセンブリ１２０を
含む。薬剤混合チャンバ係合アッセンブリ１２０は、手係合可能部分１２４、好ましくは
ニードル１０４を取り囲むニードルチャンバ１２８を含む中間エレメント、及びニードル
チャンバ１２８からシールされた第１液体導管部分１２６を含む第１部分１２２と、薬剤
混合チャンバ係合部分１３０とを含む。薬剤混合チャンバ係合部分１３０は、第１液体導
管部分１２６と連通した、薬剤混合チャンバ（図示せず）と連通するように形成された第
２液体導管部分１３２を含む。薬剤混合チャンバは、例えばバイアルやアンプルであって
もよく、別の態様では、任意の他の適当な薬剤混合チャンバであってもよい。
【００１９】
　例示の実施例では、部分１２２及び１３０は、別々のエレメントとして示してあるが、
別の態様では、一体のエレメントとして形成されていてもよい。
【００２０】
　本発明の好ましい実施例では、注射器アタッチメントエレメント１００及びニードルベ
ース１０８は、これらの注射器アタッチメントエレメント１００及びニードルベース１０
８が第１相対係合配向にある場合にニードルレス注射器（図示せず）の内部と第１液体導
管部分１２２との間の液体連通を許容し、注射器アタッチメントエレメント１００及びニ
ードルベース１０８が、注射軸線に沿って第１相対係合配向から軸線方向に離間された第
２相対係合配向にある場合にニードルレス注射器（図示せず）の内部とニードル１０４と
の間を液体連通を許容するように形成されている。
【００２１】
　好ましくは、注射器アタッチメントエレメント１００及びニードルベース１０８が第１
相対係合配向にある場合には、液体がニードルレス注射器（図示せず）の内部からニード
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ル１０４に到達しないようにされ、注射器アタッチメントエレメント１００及びニードル
ベース１０８が、注射軸線に沿って第１相対係合配向から軸線方向に離間された第２相対
係合配向にある場合には、液体がニードルレス注射器（図示せず）の内部から第１液体導
管部分１２２に到達しないようにされる。
【００２２】
　図３、図３Ａ、図３Ｂ、図４Ａ、及び図４Ｂには、注射器アタッチメントエレメント１
００の好ましい実施例が示してある。特に図３、図３Ａ、図３Ｂ、図４Ａ、及び図４Ｂで
わかるように、注射器アタッチメントエレメント１００は全体に円筒形のエレメントであ
り、端部１１０のところにルアーロックが形成されており、端部１１０のところに外ねじ
１５０が設けられており、端部１１０のところに全体に円錐形の内通路１５２が形成され
ている。
【００２３】
　全体に軸線方向に延びる第１及び第２の係合タブ１５４及び１５６が注射器アタッチメ
ントエレメント１００の端部１１２に設けられている。タブ１５４は、内方に面する端部
分１５８を有し、この端部分１５８は全体に截頭円錐形断面を有し、保持肩面１６０を形
成する。タブ１５６は、内方に面する端部分１６２を有し、この端部分１６２は全体に截
頭円錐形断面を有し、保持肩面１６４を形成する。
【００２４】
　通路１５２は、中央ボア１７２及び側ボア１７４が形成された隔壁１７０で終端する。
ほぼ中央に設けられた中央ボア１７２は、部分的に、全体に截頭円錐形の外壁面１７６を
持つ軸線方向部分によって形成される。円筒形の壁面１８０によって境界づけられた凹所
１７８が壁面１７６を取り囲んでおり、端部１１２まで延びる。
【００２５】
　図５、図５Ａ、図５Ｂ、図６Ａ、及び図６Ｂには、ニードルベース１０８の好ましい実
施例が示してある。図５、図５Ａ、図５Ｂ、図６Ａ、及び図６Ｂでわかるように、ニード
ルベース１０８は、好ましくは一体のエレメントであり、代表的には射出成形によって形
成され、軸線方向ニードル保持ボア２０２が形成された円筒形中央部分２００を含む。軸
線方向ニードル保持ボア２０２は、ニードル１０４（図示せず）を注射軸線１０６に沿っ
て受け入れて保持するように形成されており、液体連通ボア２０４と連通している。
【００２６】
　円筒形中間部分２０６が円筒形中央部分２００を取り囲んでおり、壁２１２の全体に円
錐形の壁面２１０によって境界付けられた環状凹所２０８が形成される。壁２１２の外面
は、円筒形中間部分２０６の円筒形外壁面２１４の部分を形成する。円筒形部分２００は
、注射器アタッチメントエレメント１００及びニードルベース１０８が第２相対係合配向
にある場合に凹所１７８内に軸線方向に摺動してこれと係合できるような大きさ及び形体
を有する。この配向では、円筒形中間部分２０６を越えて軸線方向に延びる円筒形中央部
分２００の部分は、注射器アタッチメントエレメント１００のボア１７２と摺動し、密封
係合する。
【００２７】
　液体導管２１６が、凹所２０８から、注射軸線１０６とほぼ平行に、円筒形中間部分２
０６及びベース部分２２２を貫通している。軸線方向ニードル保持ボア２０２もまた、ベ
ース部分２２２を貫通している。ベース部分２２２は、全体に平らな肩面２２４及び反対
側の全体に平らな表面２２６、及び円錐形縁部表面２２８及び２３０を形成する。
【００２８】
　第１及び第２の円筒体２３２及び２３４が、全体に平らな表面２２６から注射軸線１０
６と平行に延びる。円筒体２３２は、好ましくは、注射軸線１０６を中心としており、軸
線方向ニードル保持ボア２０２が貫通している。円筒体２３４は、液体導管２１６と連通
した全体に円筒形の凹所２３６を形成する。
【００２９】
　図７Ａ、図７Ｂ、図７Ｃ、図７Ｄ、図７Ｅ、図７Ｆ、図８Ａ、及び図８Ｂは、好ましく
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は全体に円筒形のエレメントである第１部分１２２の好ましい実施例を示す。第１部分１
２２は、好ましくは、注射器アタッチメントエレメント１００と取り外し自在に係合する
ように構成された全体に円形の第１円筒形部分２４０と、外方に面した円錐形フランジ２
４３が形成された、薬剤混合チャンバ係合部分１３０を保持するように構成された全体に
円形の第２円筒形部分２４２とを含む。第１及び第２の円筒形部分２４０、２４２の間に
は、手係合可能部分２４４が設けられており、この手係合可能部分２４４は、全体に逆方
向に面する湾曲した側壁部分２５０及び２５２を有する。これらの側壁部分２５０及び２
５２は、全体に平らな壁部分２５４及び２５６によって離間されている。
【００３０】
　手係合可能部分２４４は、好ましくは、全体に平らな壁部分２５４に枢着された手係合
可能レバー２６０を含み、選択的に位置決めできる保持縁部２６２を形成する。手係合可
能レバー２６０のほぼ反対側に全体に平らな壁部分２５６が配置されており、この壁部分
２５６の一部に、内方に面する保持突出部２６４が設けられている。
【００３１】
　手係合可能部分２４４の内側には、好ましくは、注射軸線１０６とほぼ平行に延びる壁
２７０が設けられている。この壁２７０は、注射軸線１０６に対して垂直方向に延びる壁
２７２で終端する。壁２７０及び２７２は、好ましくは、第１液体導管部分１２６とニー
ドルチャンバ１２８を離間する。ニードルチャンバ１２８は、壁２７０及び２７２によっ
て第１液体導管部分１２６から離間される。
【００３２】
　図９、図９Ａ、図９Ｂ、図１０Ａ、及び図１０Ｂは、第２部分１３０の好ましい実施例
を示す。図９～図１０Ｂでわかるように、第２部分１３０は、第１液体導管部分１２６と
連通する第２液体導管部分１３２を含む。第２液体導管部分１３２は、薬剤混合チャンバ
（図示せず）と連通するように形成されている。薬剤混合チャンバは、例えば、バイアル
やアンプルであってもよく、別の態様では、任意の他の適当な薬剤混合チャンバであって
もよい。
【００３３】
　第２部分１３０は、好ましくは、第１部分１２２を保持するための一対のウィンドウ２
８４及び２８６が両側に配置された全体に円形の第１円筒形部分２８０と、好ましくは、
一対のウィンドウ２８８及び２９０が両側に形成された全体に円形の第２円筒形部分２８
２とを含み、薬剤混合チャンバ（図示せず）と連通するための内方に面する保持突出部２
９２及び２９４が設けられており、これらの第１及び第２の円筒形部分２８０及び２８２
は、中央に中空スパイク２９６が形成された隔壁２９５によって分離されているというこ
とがわかる。使用時に、スパイク２９６が薬剤混合チャンバ（図示せず）のエラストマー
シールを穿刺し、これによって、スパイク２９６の前端に形成された穴２９８を介して、
薬剤混合チャンバ（図示せず）と注射器（図示せず）の内部との間を流体連通できる。
【００３４】
　図１１Ａ、図１１Ｂ、図１１Ｃ、図１１Ｄ、図１１Ｅ、図１１Ｆ、図１１Ｇ、及び図１
１Ｈは、図１乃至図１０Ｂの装置の様々な段階を示す概略側面図である。図１１Ａは、注
射器アタッチメントエレメント１００へのニードルレス注射器３１０の取り付け及び第２
部分１３０へのバイアル３２０の挿入を示す。図１１Ｂは、ニードルレス注射器３１０を
注射器アタッチメントエレメント１００に完全に取り付け、バイアル３２０を第２部分１
３０に完全に挿入した状態を示す。バイアル３２０を完全に挿入した後、第２部分１３０
から取り外すのは非常に困難であるか或いは不可能である。
【００３５】
　図１１Ｃは、液体を注射器３１０からバイアル３２０に引き込んだ状態を示す。これは
、図示のように注射器３１０及びバイアル３２０が全体に垂直な配向で取り付けられた図
１の装置を保持し、プランジャー３１２を押すことによって行われる。
【００３６】
　図１１Ｄは、バイアル３２０内の混合済薬剤及び注射器３１０及びバイアル３２０が取
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【００３７】
　図１１Ｅは、液体をバイアル３２０から注射器３１０に引き込む状態を示す。これは、
図示のように注射器３１０及びバイアル３２０が全体に垂直な配向で取り付けられた図１
の装置を保持し、プランジャー３１２を引くことによって行われる。
【００３８】
　図１１Ｆは、手係合可能レバー２６０を内方に押した状態を示す。
【００３９】
　図１１Ｇは、バイアル３２０を含む薬剤混合チャンバ係合アッセンブリ１２０を押すこ
とによって、注射ニードルアッセンブリ１０２及び注射器アタッチメントエレメント１０
０を軸線方向に相対的に変位した状態を示す。
【００４０】
　図１１Ｈは、バイアル３２０を含む薬剤混合チャンバ係合アッセンブリ１２０の図１の
装置からの取り外しを示す図である。
【００４１】
　図１２Ａ、図１２Ｂ、図１２Ｃ、及び図１２Ｄは、図１１Ａ乃至図１１Ｈの注射器アタ
ッチメントエレメント１００、ニードルベース１０８、及び薬剤混合チャンバ係合アッセ
ンブリ１２０の断面図である。
【００４２】
　図１２Ａは、図１１Ａ乃至図１１Ｅの注射器アタッチメントエレメント１００、ニード
ルベース１０８、及び薬剤混合チャンバ係合アッセンブリ１２０の第１相対的係合配向の
断面図である。この第１相対的係合配向は、ニードルレス注射器（図示せず）の内部と薬
剤混合チャンバ（図示せず）との間を、通路１５２、注射器アタッチメントエレメント１
００の側ボア１７４及び凹所１７８、ニードルベース１０８の凹所２０８及び液体導管２
１６、第１部分１２２の第１液体導管部分１２６、及び穴２９８が設けられた第２部分１
３０の中空スパイク２９６を介して流体連通できる配向である。手係合可能レバー２６０
は、第１相対係合配向から第２相対係合配向までの相対的軸線方向変位を阻止し、内方に
面する保持突出部２６４が肩面２２４に当たり、薬剤混合チャンバ係合アッセンブリ１２
０がニードルベース１０８から外れないようにするということがわかる。
【００４３】
　図１２Ｂは、図１１Ｆにおける、注射器アタッチメントエレメント１００、ニードルベ
ース１０８、及び薬剤混合チャンバ係合アッセンブリ１２０の第１相対係合配向の断面図
である。手係合可能レバー２６０は、この手係合可能レバー２６０を内方に押すことによ
って、第１相対係合配向から第２相対係合配向への相対的軸線方向変位を許容するという
ことがわかる。
【００４４】
　図１２Ｃは、図１１Ｇにおける、注射器アタッチメントエレメント１００、ニードルベ
ース１０８、及び薬剤混合チャンバ係合アッセンブリ１２０の第２相対係合配向の断面図
である。この第２相対係合配向は、ニードルレス注射器（図示せず）の内部とニードル１
０４との間を、注射器アタッチメントエレメント１００の通路１５２、及びニードルベー
ス１０８の液体連通ボア２０４及び軸線方向ニードル保持ボア２０２を通して液体連通で
きる配向である。ニードルレス注射器（図示せず）の内部と薬剤混合チャンバ（図示せず
）との間の液体連通を阻止するため、円筒形中間部分２０６が凹所１７８に挿入されてお
り、突出部２６４により、突出部２６４を肩面２２４から外方に押すことによって薬剤混
合チャンバ係合アッセンブリ１２０をニードルベース１０８から取り外すことができる。
【００４５】
　図１２Ｄは、図１の装置がいつでも注射できる状態にある、図１１Ｈの注射器アタッチ
メントエレメント１００及びニードルベース１０８の相対的配向の断面図である。
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【図１１Ｃ】 【図１１Ｄ】
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